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2001年に刊行された植生史研究第 9巻第 2号で，日本
植生史学会情報データベース委員会（2001）が植生史研
究に関するデータベースを紹介し，大井（2001）が花粉形
態に関する参考文献として，インターネット上の情報も紹
介している。その後の 12年間に，種実や木材の同定に活
用できるWeb上のデータベースが各地で開発されている。
また植生史研究の現場では，自信の専門とは異なる研究対
象を同定する必要に迫られる場合も多いと思われる。ここ
では種実と木材の同定を行っている当事者が利用している
データベースを紹介する。

種実画像データベース
日本の雑草種子画像データベース
http://www.rib.okayama-u.ac.jp/wild/okayama_kika_v2/
Seed-image-database-J.html
日本の帰化植物を中心とした雑草種子の画像データベー
ス。岡山大学資源植物学研究所野生植物グループによって
提供されているデータベースで，現在，1167種の種子画
像を，植物の生態画像とともに見ることができる。英語版
の閲覧環境もある。帰化植物については，種子形態からの
検索機能も備えており，遺跡出土の雑草種子を同定する際，
どのような分類群に近いか，あたりをつけるのに有効であ
る。種子の形態を表現する用語が日本語と英語で併記され
ており，形態記載の際に役立つ。難点は，スケールが帰化
植物にしか付いていないことで，種子の大きさを比較する
のには向いていない。また，雑草種子のデータベースであ
るため，当然ながら，木本の種子はほとんど含まれていない。

GRIN Taxonomy for plants
http://www.ars-grin.gov/cgi-bin/npgs/html/taxassoc.pl
世界の有用植物とその近縁種 51,174種の統合データ
ベースで，ほとんどの種で種子画像や描画を見ることが
できる。米国農務省（USDA）管下の生殖質資源情報
ネットワーク（Germplasm Resources Information Net-
work–GRIN）が提供している。学名や標準名の検索
が基本であるが，米国国立種子標本庫（U.S. National 
Seed Herbarium）やオハイオ州立大学（The Ohio State 
University）の種子画像データベースとリンクしているの
で，種子や果実の画像を見ることができる。このほかに，
経済的有用性や分布地についても記載があり，参照文献も
リストアップされている。日本産の種も比較的充実してお
り，800種くらい見ることができる。ほぼ世界中の有用植
物を網羅している膨大なデータベースであり，利用価値は

高い。ただし，有用と見なされていないローカルな野草や
木本の類はあまり扱われていない。

木材識別データベース
森林総合研究所日本産木材識別データベース
http://f030091.ffpri.affrc.go.jp/IDB/home.php
日本産の木本植物を木材組織から識別するためのデー
タベースで，現在，日本産広葉樹約 800種が検索できる。
木材を識別するためのデータベースの開発は，1981年ご
ろから国際木材解剖学者連合（IAWA）によって識別に使
う形質のコード化として始まっており，1989年には広葉樹
の，2004年には針葉樹の識別コードが公開された（IAWA 
Committee, 1989, 2004）。この日本産木材識別データ
ベースは IAWAの広葉樹のコードに基づいて 2001年から
開発され，2004年に公開された。この識別データベース
は，並行して開発された日本産木材データベース（http://
f030091.ffpri.affrc.go.jp/JWDB/home.php）と連動してお
り，識別コードによって絞られた樹種の光学顕微鏡写真が
リストとして表示される。しかし針葉樹の識別データベー
スはまだ開発されていない。検索ページには，識別につか
う形質にリンクが張られており，言葉による説明は省いて，
画像によって，日本産の樹種のなかでその形質をもつ例が
表示されるようになっている。また検索結果の種名リスト
の種名には，リンクが張られていて，その種の形質コード
のリストが提示される。

InsideWood
http://insidewood.lib.ncsu.edu/welcome
こちらも IAWAの広葉樹のコード（IAWA Committee, 

1989）に基づいて開発された識別データベースである。よっ
て針葉樹は対象としていない。もともとは木材化石の識別
を目的として開発されたため，世界の現生の樹木だけで無
く，木材化石も検索できるようなっている。識別に使う形
質は有る無しだけでなく，他の条件でも検索できる。一方，
検索画面と検索結果はやや厳密に過ぎるきらいがあり，使
い慣れないと十分には活用できない。しかし，世界の主要
な木材標本庫や木材解剖学の文献にもとづいて，世界レ
ベルで木材組織を検索できるデータベースはこれしかなく，
とくに木材化石を研究している者にとっては，欠かせない
情報源である。Facebook上で公開されている情報による
と，2010年時点で，現生の 5800種，化石の 1600種を網
羅している。また顕微鏡写真がズームする機能があったり，
木材組織の多様性のおもしろさを Facebookを使って紹介
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していたりといった点に，他のデータベースには見られな
い魅力を持っている。
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